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宮古上布の染色に関する研究
皆川 基， 三原美智子
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序論
上布は通常苧麻(現在では大麻はほとんど使用されてい
ない)の手紡ぎ糸(80-100麻番手)を使用した薄地，平組
織の手織り麻織物て二晒，糸染め.仕上げなどにそれぞ
れの産地の特色をもたせた最高級の夏物着尺地(自生I也
紺無地，縞物，緋など)として広〈知られてき たが.最近
では麻および絹と化学繊維との交織物で，麻上布のよう
な独特のかたい感触をも ったn草地の夏物渚尺地も上布と
よばれている1.2)
麻織物1;1:汗を吸収しやすく，水分を放湿しやすい性質
があり，ま た熱の伝導性が大きくて冷!惑を伴う性質とす
ぐれた通気性をもつために，古くから庶民の布として四
季を通じて用いられた日常的な素朴な衣料であったが.
現在では苧麻を原料とする宮古上布，八重山上布.越後
上布，能登上布.奈良晒，近江上布などの高級な夏物着
尺I也および持管財(沖縄県、八重山部.竹制で生産され
る)，筆季最布(沖縄県八重山都，小浜l誌で生産される)，
品挙最右(山形県西田川郡関川地方で生産される)ゃ，主と
して大麻を原料とする船主ifrt昨希(滋賀県坂田部甲j師、地
ペムつ E
方で生産される)，福光麻布(高山県措置波郡稲光地方で生
，.‘ー f!"，[1. dr. 
産される)，開旧麻衣(長野県木曽郡関団地方で生産され
あい 'プ ~ -; 
る)，会il!麻布(悩島県大沼郡昭和村て'生産される)などが
知られているl3L
宮古上布ならびに八重山上布などの薩摩上布(紺l上布)
の原料になる苧麻(双子葉槌物の幹の靭皮繊維てeからむし
またはまおともよばれている)は古くから山形，福山，新
潟.熊本，宮崎.鹿児ぬなどに栽t吾される花来径の白築
総(8国 hmerianivea)で，厳'$にいえば，中国インド(現
在では熊本， 宮崎，鹿児島の3県で主に栽t音されている)
において占くから生産されている緑楽穏 (Boehmeria 
tenacissima)のラミ -Ramie(7レ一語)と区別されなけれ
ばならないが，共にイラクサ科に属する多年生t:i木組物
の繊維であるので， f更;丘上ラミーとよぶことが多い。
宮古上布は 400年はど以前から沖縄県白古島で生産さ
れる天然藍(琉tl<藍と琴墜との併用)染めの手織りの苧麻
織物であるが，当時は麻や芭蕉などの植物繊維を原料と
し，町民球藍(泥藍)以外に蘇芳， うこん，紅露.保子，賞
藤，メIJ安，福木などの植物染料も使用された上質の細上
布として王府の貢納品に指定されていた3)
藍は日本人の好みに合い， 古くから植物染料のうちで
絞も多 〈利用さ れてきたもので，その色調には単独の色
m.r.:いろ あ~ l 
の濃淡に よリ綴色.花色，浅葱，水j業主， 首事背，かめ司見
き(以上薄い藍色)，舗道，納戸.織色(以上波い藍色)な
どかなり変化に富んだLのが得られている。また，藍は
蘇芳などの紅色と併用した紫色染めや，賞葵， .t足+.メIJ
安，編木， うこんなどの黄色と併用した緑色染めあるい
は賞緑色染めにも使用されてきた。
琉球藍(渋みと深みを増し，美しさを付与するために少
量の蓉藍が併用されている)によって染色された)宮古上布
は通常紺地にきわめて帝国かい経 ・緯の白い十文字緋(一
部縞織物も生産されている)の精微で優美な絵図が織上げ
られ，長い間伝統の染織校術が引き継がれている。
また宮古上布は藍染めしたのち，松の生奨の煮汁液て'
処理する色止めや，砧打ちなどの独特の仕上げ加工によ
って高い墜ろう位，美しい色調と光沢ならびにすぐれた
風合いなど他の追随を許さぬ数々の特徴カ叶専られている1.31
そこで本研究では特に藍染めの正~\，、堅ろ う性に着目し，
天然藍ならびに合成インジゴ色素による苧麻繊維の基本
的な染色条件や，古くから伝わる特殊な色止めなどにつ
いて基礎的な研究を試みた。
材 事ヰ
繊維材料としては宮古上布用の手紡ぎ苧麻糸を使用し
た。
染料としては琉J:l<iW.事基藍およびそト成インジゴ色素な
どの3f重を使用した。
1 )琉球藍(StrobilanthesCus】aO. Kuntze)は馬箆，
唐藍，山霊まなどともよばれ， インドを原産地とするキツ
ネ/7ゴ科の常緑主主て i中織， 台湾などの暖地に自生し
????
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ιとよ い ずん 弘
ているが，今日では沖縄本島北部地方(本鼠伊豆味今
舟となど)で級宿されている。泥藍は琉球藍の生業と茎を
水に浸して発隊，熟成させた後，適量の石灰乳を加えて
よく俊衿し，上澄液を除去して泥状に沈でんさせた藍染
め用製品の一種で，主に薩摩緋，琉球緋の染料として使
用されている。琉球重量は馨藍に比べると，色調に含みが
なく冷たい感じを与え，淡色では紅味が強<， iJ農色では
fj-黒くなるので，少量の事n:を混ぜて使用する場合もあ
る4十日
2 )語斑(Polygonumtinω rium Lour) r;t槌物学的には
いろいろの品般があるが，中国.台湾."?レーシアを原
産地とするマメ科の一年生草木て1 日本へは農緋文化と
ともに伝えられ.今日では主に徳島県吉野川の流域で阿
波蛍として』却告されている。薬草主は重喜重Eの生薬を天日で
乾燥させた後.水打ちして発酵，熟成させた藍染め用製
品のー純て・あるが， このほか性状の異なる玉藍(または藍
玉)や量制定(:または藍澱)なども藍染めに使用されている4.臼
3 )合成イン ジゴ色索(Syntheticir世igodyes)は和光
綿製インジゴ時(N旦盟壬~ : 巴笠生NH ) を使
用した。
実験方法
1 .走。i屯子顕微鏡による織物ならびに樹佐表面の観察州
日本'，tチ製JEM100B-ASID型走査電子顕微鏡を用い，
オスミウム綬で閏定処注した苧麻繊維を銀按苅剤により
支持ftにl司定L.Au-Sputter coatingを行った後，加速
電圧10KV，70-1∞μAて'試料表面を鋭祭した。
II. 天然藍および合成インジゴ色素による染液の調~41
本実験に使用した~液は下記に示す配合で，いずれ L
還Ji:剤としてハイドロサルフ ァイト を用いる化学建法に
よって調製した。
f瓦球藍 事E藍 合成イ ンジプ色索
u! 事Cト (g) 100 100 10 
" ト idl(ml) 20 20 1.6 
ホ円蓋fじ十トリウム (g) 5.5 8.1 3.3 
，、イドロ噌ナ，レフ?イト(g) 8.0 11.2 5.0 
まず各天然厳およひ"合成インジゴ色素を細かく枠いた
試料をロート油で練リ，約60'Cの水 400m~ を}1Ilえて俊排
したのち，水両量化ナトリウムを加えて完全に溶解する
(天然些については爽雄物が含まれているので，ガラス7
1 IレターでQ且づ|口治またはガーゼなどで溢過するL
溶解した色索液に約60'Cの水を加えて全量を 1eとした
のち.55-60.Cに仇3ちながらハイドロサル771トを}JU
sIil. 
(2 ) 
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えて10-20分間後件し，還元された液を自然冷却して染
液とした。
I.精練ならびに漂白方法91
繊維に対して501音量の炭酸ナトリウム溶液(3 g/ e) 
で， 80土 2.C， 3時間 2回反復精練処理(TaiyoIncu-
bator Mーl型を用い，娠盗回数100土2図/分て・行った)し
て繊維を充分にm.i関し，多益に含まれるべクチン1と不
純物を除去したのち，水洗する。さらに繊維に対して50
倍i立の次亜塩紫酸ナトリウム溶液(2gn)で， 25-3σ'C，
2時間漂白処理したのち.蒸留水で充分水洗して乾燥す
る。
日1.染色ならびに脱着方法
染色ならびに脱着liTaiyoIncubator M -1型(仮週間
数1∞土 2凶/分)を用い，下記に示す条件て・行った。
〈染色条件〉
染 液:1 : 50(対苧麻糸)
染色温度 :25土 2.C
染色時間 :10分間
〈脱着条件〉
蒸留水 :1 : 50(対苧麻糸)
A見積温度 :85士2.C
脱{j時rm: 60分間
なお反復染色においては常に新しい染伎を用、¥処理
後乾燥して染色を繰り返した。
N インジゴ色素の染着量ならぴに脱着i誌の測定4)
目立DigitalSpectrophotometer 102型をflp， ロイコ
体イ ンジゴ色素水溶液の可視部吸収スペクトルの極大吸
収波長を求め，その波長における検量線が直線であるこ
とを舷itした後，妓液比色法により染色Ijij'後および脱
>lH去の液の吸光l支を測定し，合成インジゴ色素倹算laで
次式によリ繊維 1g当リのイン ジゴ色紫の染者髭 (mg)
および脱荷量(mg)を求めた。
染1IY_i-t止(mg/g繊維)=C(D一DI)/DW
脱お量(mg/g繊維)=CD2/DW
D:染色前の染液の吸光!支
Dl : 染色1去の~i液の吸光度
D2 :脱着f去の液のl吸光!変
C:染浴中のロイコ体インジゴ色素足(mg)
W:，式料の混血g)
なお染色Ijij・後の染液ならびにA見積後の液Iドのインジ
ゴ色索は分液j漏斗を用いて同量のクロロホルム初に完全
に仮出したi麦、吸光j交を測定した。
V 色止め処理万法
色止め処理は硫俊ヒドロキシルアミン、ロジンなどの
水溶液と絞め生菜、卓鎗梅、1if昔子などの州出液を用い
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Taiyo Incubator M -1型(振漫回数100土 2回/分)により.
下記に示す条件で行った。
〈色止め条件〉
色止め液 1: 50 (対苧麻染色糸)
処理温度:85土 2"C
処理時間:30分間
実験結果とその考察
1 .宮古上布の染色加工法とその性状について
宮古上布の原料となる苧麻は島内で初夏に収機される
繊維が最良とされ、手つむぎした糸が最上級品として使
用されているが、最近ではブラジル，中国，フィリッピ
ンなどからの輸入ラミー紡縦糸も一部に使用されている。
苧麻糸!:;I:緋糸になる上糸とj也糸とによって選別され.
緋糸には節のない良質の精練 ・漂白された糸が選ばれて
いる。精練 ・漂白きれた糸は糊(きつまいもをl京料とした)
付けされたのち.木綿糸を用い，緋締機で緋括りされて
いる。
でき」ーったi1状の苧麻糸は琉球驚(泥藍)に約 1i1lJ程度
の参~(すくも藍)を併用した発酵主主て (Bacill us Alkali-
phylusなどの耐アルカリ性梓菌を発酵菌とした)の正叢
染めが行われ，美しい深みのある濃紺色の色調が得られ
ている。
発酵主主てによる藍の染色においては泡の立ちnや，色
合いなど長年の経験に法づく技術によって菌の生育状態
が管理され.染色性の低下や，染むらなどに多くの注意
がはらわれている。
織締めの緋~と I也糸の認の染色は染j液に浸i質して手で
もみ，時々空気にあてて首長化発色させる操作を約20回繰
り返したのち，半乾きの状態でヲミ日乾燥する。このよう
な作業を毎朝夕 1-2回繰り返 して約 1週間続けると濃
色が得られる。
紺地緋や紺t也縞などに織りよげられた生機の上布は松
の生薬の熱州出液で煮i沸したのち，さつまいもの糊 (少
量の純子油を加えた)に浸潰し，生乾きの状態と乾燥の状
態で5-6時JlIJ洗濯加工とよばれる仕上げき互理加工の砧
打ち(アカギの厚板の上にのせ，車輪梅などの木槌が使用
される )が行われる。この加工は布の表面にロウ引きした
ような光沢と独特の風合いを与える特徴がある。
そこでまず純物色素，染色加工法ならびに織物権成の
異主る宮古上靖i. 八重山上布，越後上布，小千谷縮.能
登上布， jfi:江上布，奈良昭生司z 月ヶ瀬御料麻布など苧
麻を原料とした各産地の麻織物の望号而状態を走査電子顕
微鏡下で観察する と，写真1-10のようになる。
まず経糸，綿糸ともに上質の品小、苧J抹手つむぎ糸を用
??
?
??
いた紺t也緋な らびに白地緋の宮古上布1.3.61 (写真一 1，
2 )ではきわめて滑らかな織物の表面状態が観察きれ，
また他の上布と異なって織物を組織している経糸・緯糸
がともに扇平で細<.手つむぎ糸と してはかなり均ーな
状態を示している。このような織物および糸の表面状態
は上布を織り上げたあとの整理加工と して行われる砧打
ちに関連し，松の生業の嫡出液処浬と合わせて宮古上布
独特の美しい光沢とも大き く関連するものと恩われる。
一方，糸の表面状態をさらに詳細に観察すると， 一般
にすぐれた分繊状態を示すことが認められるが繊維表面
には部分的にミクロな毛羽立ちも認められ.1.慶色の紺地
緋上布では繊維表面にかな り不均一なイサ蒲物などが， ま
た白地緋上布では繊維上あるいは繊維聞にまたがって多
くの糊状の付着物も認められる。このように箆理加工の
ーっと して行われる砧打ちは苧麻糸の分織を助け，宮古
上布独特の風合いとも大きな関連を有するものと思われ
るが，繰り返 し行われる藍染めや，松の生築の抽出液処
理や.少量の種子油を加えたさつまいも糊による仕上げ
処理などは繊維表面の汚染1-かなり影響するものと思わ
れる。
八箆山上布は宮古上布ととも に蕗i牽上布ともよ ばれ，
白緋上布，白鋭緋上布，赤縞上布などの製織されている。
一般に経糸にラミー紡績糸，緯糸に手つむぎの苧麻糸
(島内釘よぴ台湾産)を使用した平組織の上製物仁経糸
写真一 1 宮古上市 (紺地緋)
(走査電子顕微鏡)
(3 ) 
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写真一2 宮古上布(白地緋)
(走査電子顕微鏡)
被
総糸ともにラミー紡紡糸を使用した平組織の並製物とが
あり，織り上 うた布は品質を良否を左右する約1週間の
天日乾燥の後，色止め，さらし.糊イ'Jけ，天日乾燥，砧
打ちなどの独特の艶fj¥J日工が行われている1.3' 
手麻手つむぎ糸およびラミー紡績糸を原料として.紅
符(クール)で染色された:ri~亘I;bi産の八重山上布(写真一
3 )では上記宮古上布とかなり 異なリ，撚りが少なし
太さにむちの多い糸で組織された素朴な織物としてtltZを
される。
一方，糸の表l面状態をさらに詳細に観察すると，一般
に糸の分繊状態は比較的良好であるが，繊維の表面には
著しく多くのミクロな繊維の毛羽立ちが認められる。こ
のような糸の分織は宮古上布と問燥に独特の杵による石占
打ちが大きく閃述するものと恩われるが，繊維表而のミ
クロな繊維の毛羽立ちはi中縄では珍しい指り込み捺染と
いう染色力1工法にも!京悶が考えられる。
越後上布は新潟県小千谷，十回町.塩沢などを:トL、と
した地域で生産される平組織の上質の手織り苧麻織物と
して古くから自占上布とともに!よく知られ.灰汁による
精練と 'yJF上での漂白と凍結による風合い加工を兼ねた雪
晒しを大きな特徴としている36L
苧麻予つむぎ糸( ff，i lゐ， 新潟の苧麻を皮革~Jざした育苧を
使用)およびラミー紡縦糸をj原料とし，喜重王や合成インジ
ゴ色~ーなどで染色された紛地緋および紺地縞の車針金上布
sIl 
(4) 
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写真一 3 八重山上布 (走査電子顕微鏡)
(写真-4， 5)では宮古上布と同様に麻織物としてはか
なり滑らかな表面状態を示し，紛I( ， しかも比較的均ー
な糸でギ組織に織リ上げられた布の表面精進や，太さに
許 しくむらのある不規則な布の表而構造なども観策され
る。しかし糸の-&.面状態を拡大して詳細に鋭祭すると.
単繊維の表面には比較的きれいな麻特有の波形の締iZが
lIIJ;~される。このような現象は裂造工程において強アル
カリ件.の灰i浸h'(と雪晒しの繰リ返し操作による繊維表
面のi自浄化に法因するものと思われる。
このほか越後上.(rjを改良した小千谷縮(または館後紛と
もよばれている)は地質も頬似しているが， 総糸に強
いJ然りが使用され，仕上げの際に縮しぼを生ぜしめた半
組織のT'織り苧麻織物(上質の越後上布と区別して'1布H
よぴ下布とよばれている)として古くから知l られてい ~6~
能笠上布は石川県能登地方て.，rg出する平組織のf織。
苧麻織物で， 能登制~~， 安部屋*111 ともよばれ， 白緋，制f緋
色緋などの経緯緋が製織されている13L
ラミー紡縦糸 (一部て。苧麻手つむぎ糸が使用されてい
る)を版科とし.~藍で染色さ れた能登上布(写真一 6 )で
は向占上.fliと問機にきわめて滑らかな織物の表面状態が
観駁され，また経糸，緯糸ともにかなり均ーな紛iい糸が
使用されている。一方，糸の表面状態をさらに詳細に観
察すると，部分的に多くのミクロ主・繊維が毛羽立った状
態が認められるがI fp.繊維上の付着物は比較的少ない。
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写真一4 舷後上布 (紺地緋)
(走資m子顕微鏡)
写真一 5 越後上布 (紛地縞)
(走資nu顕微鏡)
i!í:江上.(Jîは滋rll'，~I~琶湖úUH)J也 }j て'生Iま さ れるギ組織
の上伐の千紘リラミ 織物として山くから知られている36L
経糸. ~}，ì糸ともに lニ't'lのラミー Iji糸の特殊撚 り 糸を !η
(5 ) 
写真-6 能登上布 (走資'l{lチ顕微鏡)
写真一 7 近江上布 (走資il子顕微鏡)
い. 事監，化学染料で板絡め， 筒 l~1 し僚染などの伎法に
よって染められた独特の緋文僚を特徴とするi!i:iJ: 1:.布.
(写真一7)では糸のλ;さにはかなリの不均一性が認めら
学~~ 被一118ー
月ヶ持軍御料麻布(走査電子顕微鋭)
可秘書目吸収スペクトルの特性波長曲線を求める と，図一
|のように，琉球斑および喜雲監などの天然藍ではいずれ
も合成インジゴ色素と同様lこ660nm付近に極大吸収波長
を示すことが認められる。
また琉球藍，穆iEおよび合成インジプ色紫を用い，色
素濃度の異なるロイコ体水溶液の極大吸収波長(660nm)1こ
写真一9
7田
天然藍および合成インジゴ色素のロ イコ体
水溶液の可視部吸収スペクト Jレの特性波長
曲線 (660nm)
合成イ νジゴ色素(16司/t)
回目
(n m) 畏
民淘
捜
0.4 
04国
殴
0.6 
光
度
〈
??
??
図-， 
(6) 
れるが.比較的滑らかな織物の表商状態が観察される。
また糸の表面状態を詳細に鋭策すると，単繊維問をまた
がるように付着する膜状物質が多〈認められるが.これ
は櫛押し捺染(木製の櫛型の底面に染料をつけて線状に印
織する方法)およひ製造工程最終段階の糊付けに関連を有
する Lのと恩われる。
署長良晒生平(写真一8)は奈良地方で生ilF.された平組織
の手織り苧麻(または大麻)織物で，かつては日本の麻織
物を代表する肉級品とされ.また奈良県添上部月ヶ瀬村
で織り上げられる御料布用苧麻(または大麻)織物は月ヶ
瀬iU料麻布(写真-9)として区別されていた。 このほか
~l~ Jt!! 万では奈良上布，奈良有11上布， 有打上苅1 なども生
産され.早くから代:};:的な麻織物のsiJ也のーっとして発
注してきた3.6'
このように苧麻糸およびラミー紡績糸を原料とする上
市ではそれぞれの産地によ って佐々の特徴を有するが.
本研究でとリあげた宮古上布は特に苧麻繊維の特性が充
分に生かされた麻織物としてすぐれた特性を有するばか
りでなく .全ての染料を天然艇だけに限っている点など
からも自然の味を生かした織物としてもini<評価される。
1.天然驚および介成インジゴ色素の性状について
まず琉球藍，草草援および介成インジゴ色紫むどの3fi[(
の色繁のロイコ{本水溶液(ハイドロサJレファイトで化学建
てした)を用い.目立DigitalSpectrophotometer 102型で
奈良晒生平(走査電子顕微鏡)写真一8
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おける吸光度と色素漫度との関係を求めると.図-2に
示すように.上記3種の色素ではいずれのi濃度において
も660nm付近に短大吸収波長を示し.色素濃度と吸光度
1.0 
殴 0.8
光
20 
0.6 
度
0 .• 
門
昏唱
" 。ー
~ 0.2 
10 15 
搭複・ 度来〈司/{)
※ 合成インジゴ色素換算.
。藷~盤
():. Ii 
.:合成インジゴ色素
図-2 ロイコ体水溶液の濃度と吸光度との関係
(λmax. 660nm) 
1.0 
先
殴 0.8
0.6 
世
0. 
n . 
旬。
ー↓ 0.2 
10 15 20 
合属インジゴ色.・度 〈岬/1)
0:ハイドロサルファイト・度 0.5 1/ t 
(): • 1.01/ t 
9: . 8.0' / t 
Q: . 4.0，/[ .: . 6.01/ t 
図-3 インジプ色素水溶液中のハイドロサルファ
イト濃度と吸光度との関係
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との問には直接的な比例関係を示すことが認められる。
したがって以下の実験では可視耳目吸収スペクトルの残
液比色法によってインジコ'色素を定量し，合成インジゴ
色素換算畳で表わした。
建浴中のハイドロサノレフ Tィト 濃度が色素濃度ーの異な
るインジゴ色素水溶液の吸光度におよぽす最長年半について
みると，図-3に示すように，建浴中のハイドロサル7
7イト濃度に関係なしインジプ色素濃度と吸光度との
聞には直線的な比例関係が認められるが，ハイドロサノレ
フ T ィト濃度が1.0-3.0g /~ の範闘では最も高い吸光度
を示すので，インジゴ色素の定量に際しては希釈時にハ
イドロサルファイト漫度を考慮することが必要とされる。
Il.天然箆および合成インジゴ色素による苧麻糸の染
色性について
まず合成インジゴ色素を用い，染色時間が未精練苧麻
糸の染着最に1;・よばす影響についてみると.図-4に示
すように，いずれの色素濃度においても染色時聞が約10
分間までは急激に染渚畳を楠すが.15分間以上では逆に
染増量が低下する傾向が認められる。
一方，琉球藍および参藍を用い，同様に染色時間が未
精練苧麻糸の染着量におよぽ寸影響についてみると，図
-5 に示すように，主主~による染色においては合成イン
ジコ・色素の場合とほぼ同様に染色時間10-15分間で最高
の染着最を示し、染色時間を増すと逆に染着量が低下す
る傾向が認められるが，琉球叢による染色においては夢
監および合成インジコ'色紫の場合と異な り染色時間が約
10分間までは急激に染着f誌をI曽し，以後染色時間を地す
につれてわずかながら染3音量が増す傾向が怒められる。
したがって以下の実験では染色時間を10分間と一定に
した。
2. 
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図-4 染色時間と染着量との関係
(未精練苧麻糸，合成インジゴ色素使用)
(7) 
120- 被
つぎに合成インジゴ色素を周".染色1忌皮が未精紛!苧
麻糸の染渚量におよぽす影響についてみると，図-6に
示すように，染色温度を高めると.インジゴ色素の染着
量は低下する傾向が認められるが，染色温度lQ-25'Cで
はほとんど差異がなく，高い染着量を示すことが認めら
れる。
また合成インジゴ色素を用し¥染浴中の色素濃度が未
精練苧麻糸の染着量におよほす影響についてみると.図
-7に示すように，染浴中のイン ジコ'色素濃度の増加lに
伴って繊維への染着量は直線的な比例l関係をもって地大
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イ
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図-5 琉球藍および萎藍による染色時聞が未精練
苧麻糸の染着量におよぽす影響
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図-6 染色温度と染若量との関係
(未精練苧麻糸，合成インジプ色素使用)
月E 学
するが. 5 g/.e以上の波度では染着量の増加lの;与1合が
少なくなる傾向が認められる。
一方，琉球藍および夢藍を用い，同様に染浴中の色素
濃度が未精練苧麻糸の染務量におよぽす影響についてみ
ると，図-8. 9に示すように，琉球藍，蓉藍などの天
然藍による染色では上記合成インジコ'色素の場合と異な
り，染浴中のインジコー色素波度の増加に伴う染務量の増
加の割合が少なくなる傾向が認められる。天然援には爽
雑物が多量に含まれているので，高1農皮における色紫の
定量に図維をきたすことも考えあわせると，琉球藍では
250 g/.e濃度が， また主主藍では 50g/.e濃度程度がそ
れぞれ適当と思われる。
琉球~，喜喜重Eおよび合成インジゴ色紫を用い，繰り返
し染色が未精練苧麻糸の染渚量ならびに脱着量におよぽ
す影響についてみると，図ー10，11に示すように，いず
れの色素においても染色回数による繰り返し染色では天
然廷の場合に比し、すぐれた染色性を示し，染色回数と
染着量との聞にはほぼ直線的な比例関係をもって地加す
る傾向が認められる。
一方、 上記染色糸の脱着量についてみると，琉球藍に
よる染色では染色回数を地しでも色素の脱落はほとんど
認められないが，喜事藍および合成インジゴ色素による染
色では一般に色素の脱落が多<，染色回数を増すと，さ
らに急激に増加することが認められる。
なお天然藍による苧麻糸の染色においては一般に繊維
表面が著しく汚染する傾向が認められるが，琉球藍によ
る染色では染色回数を増しても繊維表面の付着物はきわ
めて少ないことが認められ，色素の色落ちが少ないこと
25 
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図-7 染浴中の色素i農度と染着量との関係
(未精練苧麻糸，合成インジゴ色素使用)
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皆川， 三原 :宮古上布の染色に関する研究
にL大きな関連を有するものと思われる(写真一10)。
g古上布でI:l一般に地糸に未精練苧麻糸が使用される
が，緋糸には精練 .i漂白した苧麻糸が使用されている。
宮古上布に主に使用される烏内および台湾産の原科苧
麻(苧とよばれている )には多量のペクチン質と爽雑物が
含まれ.繊維表面には友皮成分などが残存している (写
真一11)が.爪先で細かく裂いて一定の太きの糸に苧*t
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図-8 染浴'1のJm:球斑濃度が未精練苧麻糸の染xi
量におよ，;rす影響
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図-9 染浴中の}}藍濃度が未精練苧麻糸の染若量
におよぽす影響
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みされた手つむぎの未精練苧麻糸(写真一12)では繊維表
面の爽雑物がほとんど除去され.ミ戸麻特有の繊維東情遣
が観察される。またアルカリと次亜猛索ナトリウムで精
練 ・i漂白された精練・漂白苧麻糸(写真一13)ではベクチ
ン1'tがきれいに除去され，繊維表面にはふし状の隆起と
きれつが観察される。
そこで琉球草:.，撃墜および合成インジゴ色紫を用い.
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図ー10 琉深夜，蓉藍および合成インジゴ色紫によ
る繰り返し染色が未精練苧麻糸の~;(1h1: に
必よぽす影響
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図-11 f，i球藍，事n:.および合成インジゴ色素によ
る繰り返し染色が未精練苧麻糸の脱者髭に
必よぽす影響
(9) 
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写真一10 琉球藍で染色した苧麻糸の是正問状態
1 )筑球藍で1固染色した未精練糸
2 )筑球藍で2回染色した未精練糸
3 )琉球藍で3回染色した未精練糸
(走査電子顕微鏡)
苧麻糸の精練 ・漂白処理がインジゴ色素の染完雪量なら び
に悦精霊におよばす影響についてみると.表ー |に示す
ように.染?民主については琉球抵 事E藍およ び介成イン
ジゴ色紫のいずれにおいても精練 ・漂白処理!の影響はほ
とんど認められないが，脱着i誌についてみると，いずれ
の色素においても精練 ・漂白?麻糸[ま未精練苧麻糸によじ
し.大きな1ltiを示し，色紫の脱稿が多くなる傾向を示し
ている。
広古上布の藍特有の色合いをよくするために現行法で
は琉球藍に参藍(ff，L球慌の l訓程度)を併用している。
そこで琉球叢および夢藍を用い，色素の配合;判合が精
練 ・j票l与苧!麻糸のw.活最な らびに脱;「JEにおよ，;!:す彩特
についてみると，図-12に示すように， 1:武球革主に主主獲を
被 月量
?
写真一1 宮古島産原料苧麻の表面状態
(走査電子顕微鏡)
写真一12 宮古島産未精練苧麻糸の表面状態
(走資電子顕微鏡)
併用すると.LiE草j最がわずかに低下し，脱清母がJi'1すこ
とが認められる。
また荷U;j(ltl'および喜~~を斤l ' 、，単独お よび併問で染色
した苧麻糸の表凶状態についてみると，写真一14のよう
に，室主藍による染色では繊維表出が著しく汚染されるが
(10 ) 
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写真一13 宮古島産精練技白苧麻糸の表商状態
(走査2チ顕微鏡)
表一 1 ?麻糸の精練漂白処理がインジゴ色素の染
3i"i立ならびに目見?rtl尽に およばす彩特
染者量 脱着 I主
(rJfI/g繊維〕 (rJfI/g繊維〉
疏 ノ転 幹1練 糸 8.23 0.0 2 
E理
司監 鮪練・傍白糸 8.3 1 0.1 9 
事E 未料品~糸 9.88 0.2 7 
豊E 精練 ・傍白糸 9.9 3 0.7 4 
合ィ色 未続縦糸 1 3.4 5 0.1 6 
ムJ
〉‘ノ
成ゴぷ ffl~' 傍白糸 1 3.3 2 0.28 
L一一一一 一 一
f庇f主藍ならびにf紅球藍をjtlTJした染色では繊維表而の付
.MfiJが若 しく少なし 色素の色7品ちの少ないことに も|民!
jfをイTするものと忠、われる。
このように天然藍による苧麻糸の染色においては一般
に染色[11.1数のI曽川，苧麻糸の粕練 .i;~.~ tl処埋ならびに 2
Hの監の{斤月!な どによ っ てインジコー色素の脱{~がI判し ，
特に参症ではその傾向が~n殺に認められる。
そこて咋11練 ・ ì~{(I ，lF麻糸を琴藍で染色し.硫問主ヒドロ
キシルアミン， !公のF主主Lのrlil¥i"仇.'ji輪十IfjのrlrlliU.Ji. 
併(-の抽出液などによる色dめ企'IJ来について4丸iすした。
その結果司図ー 13に示すように，いずれの処f'lllこおい
てもすぐれた色止のが'J*が認められるが.特に松の'10来i
一l23ー
写真一14 天然藍で染色した精練 ・漂白
1 )参 捺
2 )参藍 :Jm.球藍(1 : 1配合)
3 )琉球藍
(走任電子主i微鏡)
'fi輪怖および五倍(などの敵性rtill¥液による後処:f'j!.では
きわめてすぐれた色止め効果を示すことが認められる。
このように現布日，J ]上衡の ~，~J'ttJJII工の ーっとして内く
から伝えらilている生の松葉および't1輸相祉のtrllU液によ
る色止め処.f'I!はきわめてイミ必Jな処埋て";f，リ .その要因は
~: としてタンニン舵による L のと々えられる(図-1 4) 。
なお松の'1集iニ含まれるロジン(極大I吸収波長245nm)な
どの附脂回全もわずかに色止め効果を有するが， むしろ[11，・
，1，-上衡の独特のたiJ{や胤介いに大きく IlkJj虫するものとみー
えられる。
以上のように . 大然草による'，~，tï上;{Iiの染色において
は山くから経験的に;1j.か!lた訟の生柴および'Ii輪仰など
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藍染め糸 (精練・漂白苧麻糸)の色止め斉IJ
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な風合いをもっ緋および縞柄の高級な麻織物で，苧麻の
細い手紡ぎ糸を原料とし，琉球藍および蓉藍などの天然
藍によって染色されている。また宮古上布は松の生業の
煎1十液による特殊な色止め処理できわめてすぐれた染色
堅ろう性が得られている。
そこで本研究ではまず精練 ・漂白処理が苧麻糸め染色
におよぽす影響や， 最適染色条件を適用した効率的な反
復染色と染色竪ろう皮との関係や，インジゴ色素の色止
め処理について 2， 3の検討を行った。
1 )宮古上布を代表する柑地緋上布と紺1也縞上布の表
面状態をまず走査電子顕微鏡下で観察すると，苧麻の手
紡ぎ糸を用いた手織り織物としてはきわめて均一で，繊
細な平組織の織物構造が鋭祭され， また他の麻織物と具
なり ，すぐれた分繊状態も観察さ れる。
2 )琉球藍およぴ参藍などのインジコe色素による苧麻
糸の低温染色においては染着畳が10-15分間でほぼ一定
の値に達し.反復処理に伴って増加する。また未精練 ・
未漂白の苧麻糸の染色では琉球藍に対し，琴Eまのインジ
コ'色素が脱着しやすく ，一方精練 ・漂白処理した苧麻糸
では一般に色素が脱着しやすくなる傾向が認められる。
3 )宮古上布特有の紺色の色合いを良くする目的で，
琉球藍および琴藍の併用による苧麻糸の染色が行われる
が，琉球驚単独の場合に比し， インジ ゴ色素の脱務が多
〈なる傾向が認められる。
4 )色孫ちしやすい参藍で染色した苧麻糸の色止め処
理についてみると，現行法の松の生奨の首lU十液のほかに
五倍子および車輪梅の煎1十液などタンニンを主成分とす
る溶液による後処理で，いずれもすぐれた色止め効果を
示すことが認められる。また酸性液中で強力な酸化作用
をもっ硫罰金ヒドロキンルアミンによる後処理においても
すぐれた色止め効果を示すことが認められる。
環~藍
琉球藍と琴涯の配合割合とインジゴ色素の
染着量ならびに脱着量と の関係
(精練，1:累白苧麻糸使用)
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の抽出液によるインジゴ色素の色止め処理などきわめて
有効な技法が開発されており，今後，藍の色孫ちに苦慮
する絹織物主らびに木綿織物の染色墜ろう皮の改善のた
めの手がかりになるも のと思われる。
括
1583年頃から南西諸島の宮古島で生産されている手織
リの宮古上布は越後上布とともに古くから知られる特殊
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Miyakojofu has been hand wove口since1583 by the people of Miyako Island， which is one of the Seinan Islands 
This ramie fabric with its Kιsuri and stripe patterns has been noted. together with Echigojofu. for its characteristic 
handling touch. The raw material used is the hand spun ramie yarn with very thin ramie and is dyed by natural dyes， 
such as， Ryukyu indigo (Strobilanthes)， and Tade indigo (Polygonum). In the process of manufacturing Miyakojofu， 
an infusion made by boiling fresh pine needles is used as a color自xingagent. and th巴rebyacquiring a superior color 
fastness property 
In the present study the inftuence of scouring and bleaching on the dyeing of ramie was investigated. AIso studied 
was the relation between the highly efficient repeated dyeing und巴roptimum dyeing conditions and color fastness. 
Furthermore， the color fixing treatment by indigo dyes was investigated 
1 ) Observations were made under a scanning electron microscope on the surface condition of the Kasuri pattern 
Jofu and the stripe pattern Jofu which are representative of the Miyakojofu， and it was found to be very uniform for a 
hand woven fabric using hand spun ramie yarn. Observations also revealed a fine plain woven texture， and unlike 
other hemp cloth， superior separated自bertexture was noted 
2 ) In the room temperature dyeing of ramie yarn by indigo dyes， such as， Ryukyu indigo (Strobilanthes) and Tade 
indigo (Polygonum) the degree of exhaustion becomes stabilized in about 10ー 15minutes， and increases with repeated 
dyeing. In the dyeing of ramie yarn which has not been scoured and bleached the Tad巴 indigois sup巴riorto the 
Ryukyu indigo， because desorption of dyes is more readily accomplished in the former dye. On the other hand， in the 
ramie yam which has been scoured and bleached there is a tendency for the desorption of dyes to take place readily 
3) In ord巴rto improve the color tone of the characteristic dark blue of Miyakojofu， a combined dyeing of the ramie 
yarn by Ryukyu and Tade indigo is performed. This combined dyeing increases the desorption of the indigo dye mor巴
than when the Ryukyu dye is used singly 
4) The color日xingof ramie yarn dyed by Tade by indigo which has a tendency to discolor is currently accom・
plished by after treatment using extracts of fresh pine needles by boiling. Besides this method of color fixing， after 
treatment by extracts of Chinese gaJJotannin and Raphiolepsis which have tannin for their main constituent is also effec. 
tive. Also， after treatment by hydroxylamine sulfate which has a potent oxidizing action is e妊ectiveas a color fixing 
agent. 
( 13) 
